
































 【要約】近年、母子保健・福祉領域での精報化が急速に進展してきている。一つには高

齢化社会をサポートする手段として、様々なネットワーク化されたシステムが求められて

おり、実用化に向けて大きな飛躍を続けている。一方、厚生省や地方行政でも施策や情報

を広く一般市民に公開しようとする機運が高まつてきており、Nifty-Serve や PCVAN など

の大手商用パソコン通信ネットを通して、行政の楢報を公開している。民間の企業や団体、

―般市民のグループや一般市民個人がコンピュータ通信を通して、個別に保有している情

報を広く社会に提供し、情報の共有化を図ろうとする機運も大きな高まりをみせてきてい

る。今回は、preliminary Study として、Nifty-Serve とインターネットのい<つかのホー

ムページにみられる母子保健・医療・福祉の情報を検索し、これらの情報がこれからの母

子保健・医療・福祉の活動に大きく貢献することを確認した。次年度以降、草の根ネット

や個人のホームページを含め、これからの母子保健・医療・福祉に役立てることのできる

コンピュータ上の情報資源について、さらに詳細に検討する予定である。


